
(57)【要約】

【課題】最小限に侵襲的な外科的技術によって適切な位

置に固定でき、その場で大きさを合わせられる、補綴用

ステントグラフトを提供する。

【解決手段】補綴用ステントグラフトは、二つの流路に

分岐する血管グラフトを備えた幹部分を含む。流路は、

第一のテーパー角度を有し、各流路の断面積が、幹部分

の分岐点から流路出口の間で、その長さに沿って減少す

る。ステントグラフトの脚部分入口は、流路出口の展開

直径と少なくともほぼ同じかより大きな展開直径を有す

る。脚部分が、流路のテーパー角度より小さいかほぼ等

しい、好ましくはほぼ等しいテーパー角度を有する。脚

部分入口の展開直径は、分岐点近傍の流路の展開直径と

ほぼ同一かより大きなサイズで、流路出口の展開直径は

、脚部分入口からの距離が分岐点から出口までの距離と

等しい位置で脚部分の展開直径とほぼ同一かより小さな

サイズであるのが好ましい。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 第 一 の 入 口 、 な ら び に 、 第 一 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 一 の 流 路 、 お よ び 第 二 の 出 口 と 流
体 連 通 す る 第 二 の 流 路 、 を 有 す る 分 岐 血 管 グ ラ フ ト を 有 す る 幹 部 分 で あ っ て 、
　 　 前 記 分 岐 血 管 グ ラ フ ト は 、 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 で 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 第 一 の 流 路 お よ び 前 記 第 二 の 流 路 の そ れ ぞ れ が 、 第 一 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 そ
れ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 前 記 流 路 は 、 前 記 幹 部 分 の 分 岐 点 か ら 前 記 流 路 の 出 口 ま で の 間 で
、 前 記 流 路 の 長 さ に 沿 っ て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 幹 部 分 と 、
　 前 記 第 一 の 流 路 の 前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の 前 記 第 二 の 出 口 の 展 開 直 径 と
少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 大 き な 展 開 直 径 を 持 つ 第 二 の 入 口 、 お よ び 第 三 の 出 口 と 流
体 連 通 す る 第 三 の 流 路 、 を 有 す る 管 状 血 管 グ ラ フ ト を 有 す る 、 脚 部 分 で あ っ て 、
　 　 前 記 血 管 グ ラ フ ト が 、 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 に よ っ て 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 脚 部 分 が 、 第 二 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 第 三 の 流 路 は 、 前 記
第 二 の 入 口 と 前 記 脚 部 分 の 長 さ に 沿 っ た あ る 位 置 と の 間 で 、 前 記 第 三 の 流 路 の 長 さ に 沿 っ
て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 脚 部 分 と 、
　 を 具 備 す る 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 ま た は 前 記 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 が 、 形 状
記 憶 材 料 を 含 む 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 形 状 記 憶 材 料 が 、 ニ チ ノ ー ル を 含 む 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の テ ー パ ー 角 度 が 、 前 記 第 二 の テ ー パ ー 角 度 よ り 大 き い か 、 ま た は 等 し い 、 補
綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の テ ー パ ー 角 度 が 、 前 記 第 二 の テ ー パ ー 角 度 と ほ ぼ 等 し い 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ
ラ フ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 脚 部 分 の 前 記 第 二 の 入 口 の 前 記 展 開 直 径 が 、 前 記 幹 部 分 の 前 記 分 岐 点 に 隣 接 す る 前
記 第 一 の 流 路 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 大 き い 、
補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第 二 の 出 口 の 前 記 展 開 直 径 が 、 前 記 第 二 の 入 口 か ら の 距 離 が
前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第 二 の 出 口 と 前 記 分 岐 点 と の 間 の 距 離 と 同 じ に な る 位 置 の 前 記
脚 部 分 の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 小 さ い 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 幹 部 分 の 前 記 分 岐 血 管 グ ラ フ ト が 、 前 記 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 を 囲 み 、 前
記 ス テ ン ト 部 分 に 固 定 さ れ て い る 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
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　 前 記 脚 部 分 の 前 記 管 状 血 管 グ ラ フ ト が 、 前 記 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 を 囲 み 、 前
記 第 二 の ス テ ン ト 部 分 に 固 定 さ れ て い る 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 腹 部 大 動 脈 瘤 の 治 療 の た め に 本 来 の 位 置 で ス テ ン ト グ ラ フ ト の サ イ ズ を 決 定 す る 方 法 に
お い て 、
　 （ ａ ） ス テ ン ト グ ラ フ ト の 幹 部 分 を 患 者 の 腹 部 大 動 脈 中 に 配 備 す る こ と で あ っ て 、
　 　 前 記 幹 部 分 は 、 第 一 の 入 口 、 な ら び に 、 第 一 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 一 の 流 路 、 お よ
び 第 二 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 二 の 流 路 、 を 有 す る 分 岐 血 管 グ ラ フ ト 、 を 有 し 、
　 　 前 記 血 管 グ ラ フ ト は 、 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 に よ り 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 第 一 の 流 路 お よ び 前 記 第 二 の 流 路 の そ れ ぞ れ は 、 第 一 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 こ
れ に よ り 、 そ れ ぞ れ の 前 記 流 路 は 、 前 記 幹 部 分 の 分 岐 点 か ら 前 記 流 路 の 出 口 ま で の 間 で 、
前 記 流 路 の 長 さ に 沿 っ て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 幹 部 分 を 腹 部 大 動 脈 中 に 配 備 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 前 記 第 一 の 流 路 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の そ れ ぞ れ の 前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第
二 の 出 口 の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 大 き な 展 開 直 径 を 備 え た 第 二 の 入 口
、 お よ び 第 三 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 三 の 流 路 、 を 有 す る 管 状 血 管 グ ラ フ ト を 有 す る 脚 部
分 を 与 え る こ と で あ っ て 、
　 　 前 記 血 管 グ ラ フ ト が 、 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 に よ っ て 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 脚 部 分 が 、 第 二 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 三 の 流 路 は 、 前 記 脚
部 分 の 入 口 と 前 記 脚 部 分 の 長 さ に 沿 っ た あ る 位 置 と の 間 で 、 前 記 第 三 の 流 路 の 長 さ に 沿 っ
て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 脚 部 分 を 与 え る こ と と 、
　 （ ｃ ） 前 記 第 二 の 入 口 が 、 前 記 第 一 の 流 路 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の う ち の 一 つ の 内 部 に
あ り 、 か つ 、 前 記 第 三 の 出 口 が 、 腸 骨 動 脈 内 ま で 延 び る よ う に 、 前 記 脚 部 分 を 配 備 す る こ
と と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 二 の 入 口 を 前 記 幹 部 分 の 前 記 分 岐 点 に 隣 接 し て 配 置 す る こ と 、
　 を 更 に 含 む 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 〔 発 明 の 背 景 〕
　 　 〔 発 明 分 野 〕
　 本 発 明 は 医 療 器 具 の 分 野 に 関 す る も の で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 血 管 疾 患 、 特 に 腹 部 大
動 脈 瘤 、 の 治 療 の た め の 人 工 器 官 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 〔 関 連 技 術 の 説 明 〕
　 血 管 疾 患 は 、 先 進 国 に お け る 、 早 期 の 死 亡 の 主 要 な 要 因 で あ り 、 し ば し ば 血 管 動 脈 瘤 と
し て 現 わ れ る 。 血 管 動 脈 瘤 は 、 血 管 壁 構 造 が 薄 く な る こ と 、 あ る い は 弱 く な る こ と 、 ま た
は 血 管 壁 が 層 間 分 離 す る こ と に よ る 血 管 壁 の 局 所 的 な 拡 張 で あ る 。 治 療 が 施 さ れ な い と 、
動 脈 瘤 は 破 裂 し て 、 コ ン ト ロ ー ル 不 能 の 出 血 を 起 こ し 得 る 。 大 動 脈 は 、 身 体 の 他 の 全 て の
領 域 に 血 液 を 供 給 し 、 特 に 高 い 圧 力 に 曝 さ れ 、 従 っ て 特 に 高 い ス ト レ ス に 曝 さ れ る の で 、
大 動 脈 中 の 動 脈 瘤 は 、 特 に 危 険 で か つ 起 こ り 易 い 。 大 動 脈 瘤 の 破 裂 は 、 米 国 に お け る 主 要
死 因 の １ ５ 番 目 に あ り 、 年 輩 者 の ５ ％ が 苦 し め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 大 動 脈 瘤 は 、 そ の 位 置 に よ っ て 記 述 さ れ る 。 大 動 脈 瘤 は 、 通 常 大 動 脈 弓 と 左 右 の 腎 動 脈
の 接 合 点 と の 間 の 胸 部 大 動 脈 瘤 、 ま た は 左 右 の 腎 動 脈 の 接 合 点 と 腸 骨 動 脈 の 分 枝 部 と の 間
の 腹 部 大 動 脈 瘤 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 血 圧 制 御 薬 で は 動 脈 瘤 の 成 長 抑 制 が う ま く 行 か な い 場 合 に は 、 大 動 脈 瘤 の 外 科 的 治 療 が
知 ら れ て い る 。 こ の 外 科 手 術 で は 、 動 脈 瘤 を 除 去 し 、 血 管 の 拡 張 し た 部 分 に 血 液 を 流 し て
、 動 脈 瘤 の 圧 力 を 緩 和 す る た め に 、 し ば し ば 、 血 管 ス テ ン ト グ ラ フ ト が 挿 入 さ れ る 。 腹 部
大 動 脈 瘤 （ Ａ Ａ Ａ ） の 治 療 の た め の 生 存 可 能 な ス テ ン ト グ ラ フ ト の 設 計 は 、 一 つ に は 、 血
液 を 、 支 障 な く 、 別 々 の 腸 骨 動 脈 中 に 流 せ る よ う に 、 グ ラ フ ト が 、 腹 部 大 動 脈 の 形 状 に 合
わ せ て 枝 分 か れ し て い な け れ ば な ら な い と い う 理 由 で 、 特 に 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 最 小 限 に 侵 襲 的 な 外 科 的 技 術 に よ る 経 皮 挿 入 を 容 易 に す る た め に 、 折 り 畳 み 可 能
な ス テ ン ト グ ラ フ ト を 設 計 す る こ と が 有 利 で あ ろ う 。 こ の 目 的 の た め に 、 Ａ Ａ Ａ の 治 療 の
た め の い く つ か の ス テ ン ト グ ラ フ ト は 、 部 品 に 分 け て 配 備 さ れ る 。 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 一
部 分 は 、 一 般 に 、 腹 部 大 動 脈 の 脈 幹 に 挿 入 さ れ 、 腸 骨 動 脈 中 へ と 分 岐 す る た め に 、 概 ね 逆
Ｙ 形 を 形 成 し て い る 。 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 第 二 の 部 分 は 腸 骨 動 脈 中 に 配 備 さ れ 、 第 一 の 部
分 と イ ン タ ー フ ェ ー ス す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト は 、 配 備 の 後 、 そ し て 、 連 続 使 用 の た め 長 年 に わ た っ
て 、 適 切 な 位 置 に と ど ま っ て い な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 最 小 限 に 侵 襲 的 な 外 科 的 技 術
に よ っ て 適 切 な 位 置 に 固 定 で き る 、 多 数 部 分 よ り な る ス テ ン ト グ ラ フ ト を 設 計 す る こ と が
有 利 で あ ろ う 。 更 に 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト が 一 旦 配 備 さ れ た 後 は 、 位 置 的 安 定 性 を 損 な う こ
と な く 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 大 き さ を 本 来 の 位 置 で 合 わ せ ら れ る こ と が 有 利 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 に よ り 、 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 、 好 ま し く は 形 状 記 憶 材 料 、 よ り 好 ま し
く は ニ チ ノ ー ル 、 に よ り 支 持 さ れ た 分 岐 血 管 グ ラ フ ト を 有 す る 幹 を 備 え た 補 綴 用 ス テ ン ト
グ ラ フ ト が 提 供 さ れ る 。 入 口 は 二 つ の 流 路 に 分 岐 し 、 二 つ の 出 口 と 流 体 連 通 す る 。 こ れ ら
の 流 路 は 第 一 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 そ こ で は 流 路 の 断 面 積 が 、 分 岐 点 と 流 路 の 出 口 と の
間 で 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 減 少 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 脚 部 分 に は 、 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 、 こ れ も 好 ま し く は 形
状 記 憶 材 料 、 よ り 好 ま し く は ニ チ ノ ー ル 、 に よ り 支 持 さ れ た 管 状 血 管 グ ラ フ ト が 含 ま れ る
。 脚 部 分 の 第 二 の 入 口 は 、 流 路 の 出 口 の 展 開 直 径 （ deployed diameter） と 少 な く と も 同
じ 大 き さ か そ れ よ り 大 き い 展 開 直 径 を 有 し 、 第 三 の 流 路 は 出 口 と 流 体 連 通 し て い る 。 脚 部
分 は 、 そ れ 自 身 の テ ー パ ー 角 度 を 持 ち 、 こ れ に よ り 、 脚 部 分 の 流 路 の 断 面 積 が 、 脚 部 分 の
入 口 と 脚 部 分 の 長 さ に 沿 っ た あ る 位 置 と の 間 で 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 減 少 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 流 路 の 第 一 の テ ー パ ー 角 度 は 脚 部 分 の テ ー パ ー 角 度 よ り 大 き い こ と が 好 ま し く 、 脚
部 分 の テ ー パ ー 角 度 と 同 等 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 脚 部 分 入 口 の 展 開 直 径 は 、 幹 部 分
の 分 岐 点 に 隣 接 し た 流 路 の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ 大 き さ で あ る か 、 そ れ よ り 大 き い こ
と が 好 ま し い 。 こ の 流 路 出 口 の 展 開 直 径 は 、 脚 部 分 入 口 か ら の 距 離 が 、 分 岐 点 か ら 出 口 ま
で の 距 離 と 同 じ だ け の と こ ろ に あ る 脚 部 分 の 展 開 直 径 よ り 少 な く と も 小 さ い こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 腹 部 大 動 脈 瘤 の 治 療 の た め の 、 本 来 の 位 置 で の ス テ ン ト グ ラ フ
ト の サ イ ズ 決 め の 方 法 が 提 供 さ れ る 。 本 方 法 の 一 部 分 と し て 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 分 岐 幹
部 分 が 、 患 者 の 腹 部 大 動 脈 中 に 配 備 さ れ る 。 更 に 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 脚 部 分 は 、 脚 部 分
の 入 口 と 共 に 、 幹 部 分 の 分 岐 流 路 の う ち の １ つ の 中 に 配 備 さ れ 、 脚 部 分 の 出 口 が 腸 骨 動 脈
中 に 達 す る 。 脚 部 分 の 入 口 は 、 脚 部 分 の 入 口 を 中 で 配 備 し た 分 岐 流 路 の 出 口 と 少 な く と も
同 じ 大 き さ か そ れ よ り 大 き い 展 開 直 径 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 、 お よ び そ の 他 の 種 々 の 特 徴 、 利 点 お よ び 利 益 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 、
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添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 、 お よ び 添 付 の 図 面 を 参 照 す る こ と に よ り 明 ら か に な る で あ ろ う 。
い く つ か の 図 面 中 、 同 様 の 符 号 は 同 様 の 構 造 を 表 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 ま ず 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る ス テ ン ト グ ラ フ ト の 二 つ の 構 成 部 品
が 示 さ れ て い る 。 こ の ス テ ン ト グ ラ フ ト は 、 概 し て 符 号 １ ０ で 示 さ れ て い る 。 幹 部 分 １ ２
は 、 一 端 に ほ ぼ 円 形 の 入 口 １ ４ を 有 し 、 他 端 に ほ ぼ 円 形 の 二 つ の 出 口 １ ６ ， １ ８ を 有 す る
。 入 口 お よ び 出 口 は 、 患 者 の 腹 部 大 動 脈 お よ び 腸 骨 動 脈 に 配 置 さ れ た と き に 、 幹 部 分 １ ２
を 通 る 、 矢 印 ２ ８ で 示 さ れ て い る 、 血 流 の 意 図 さ れ た 方 向 に 由 来 す る 。 幹 部 分 １ ２ は 、 入
口 １ ４ と 出 口 １ ６ ， １ ８ の 間 の 点 １ ５ で 分 岐 し て 、 そ れ ぞ れ 二 つ の 流 路 ２ ０ ， ２ ２ に 分 か
れ る 。 好 ま し く は 、 幹 部 分 １ ２ は 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 複 数 の ス テ ン ト セ グ メ ン ト ２ ４ か ら
構 成 さ れ 、 セ グ メ ン ト ２ ４ を 囲 む 血 管 グ ラ フ ト ２ ６ に よ り 固 定 連 結 さ れ て お り 、 幹 部 分 １
２ を 通 る 流 れ を 画 定 す る 。 し か し な が ら 、 こ の 例 示 的 実 施 形 態 に 示 さ れ た も の と は 長 さ が
異 な る セ グ メ ン ト ２ ４ を よ り 多 く 使 用 し 、 あ る い は よ り 少 な く 使 用 す る も の に 加 え 、 単 一
の ス テ ン ト 構 造 体 を 使 用 す る こ と も で き る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 ス テ ン ト セ グ メ ン ト
が 、 軸 方 向 長 さ で 約 １ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 円 ３ ０ で 強 調 表 示 し た 分 岐 部 分 を 参 照 し て 、 例 示 的 実 施 形 態 に よ れ ば 、 流 路 ２ ０
， ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ 先 細 に な っ て お り 、 点 １ ５ と 出 口 １ ６ ， １ ８ と の 間 で 、 そ の 長 さ に 沿
っ て 直 径 が 減 少 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト １ ０ に は 、 全 体 と し て 符 号 ４ ０ を 付 さ れ た 脚
部 分 が 含 ま れ る 。 脚 部 分 ４ ０ は 、 お お む ね 円 形 の 入 口 ４ ２ を 有 す る 。 グ ラ フ ト 部 分 ４ ４ は
、 入 口 ４ ２ と お お む ね 円 形 の 出 口 ４ ６ と の 間 の 流 路 を 画 定 す る 。 入 口 と 出 口 と は 、 患 者 の
腹 部 大 動 脈 お よ び 腸 骨 動 脈 に 配 置 さ れ た と き に 、 脚 部 分 ４ ０ を 通 る 、 矢 印 ４ ８ で 示 さ れ て
い る 、 血 流 の 意 図 さ れ た 方 向 に 由 来 す る 。 脚 部 分 ４ ０ は 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 複 数 の ス テ ン
ト セ グ メ ン ト ５ ０ か ら 構 成 さ れ 、 セ グ メ ン ト ５ ０ を 囲 む 血 管 グ ラ フ ト ４ ４ に よ り 固 定 連 結
さ れ て お り 、 脚 部 分 ４ ０ を 通 る 流 れ を 画 定 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。 し か し な が ら
、 こ の 例 示 的 実 施 形 態 に 示 さ れ た も の と は 長 さ が 異 な る セ グ メ ン ト ５ ０ を よ り 多 く 使 用 し
、 あ る い は よ り 少 な く 使 用 す る も の に 加 え 、 単 一 の ス テ ン ト 構 造 体 を 使 用 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 円 ５ ２ で 強 調 表 示 し た 入 口 部 分 を 参 照 し て 、 例 示 的 実 施 形 態 に よ れ ば 、 脚 部 分 ４
０ は 先 細 に な っ て お り 、 少 な く と も 、 入 口 ４ ２ と そ の 長 さ に 沿 っ た 任 意 の 点 と の 間 で 、 そ
の 長 さ に 沿 っ て 直 径 が 減 少 し て い る 。 こ の 例 示 的 実 施 形 態 に 示 さ れ て い る よ う に 、 脚 部 分
４ ０ は 、 ま た 、 そ の 長 さ に 沿 っ た 最 小 直 径 か ら 、 お お む ね 円 形 の 出 口 ４ ６ で の よ り 大 き い
直 径 ま で 、 直 径 が 拡 大 す る 。 し か し な が ら 、 こ れ は 単 に オ プ シ ョ ン で あ る 。 こ の 拡 張 し た
展 開 直 径 は 、 脚 部 分 ４ ０ の 出 口 ４ ６ を 配 置 す る 血 管 に よ っ て 束 縛 さ れ 得 る 。 あ る い は 、 出
口 ４ ６ ま で 一 様 な 直 径 で 続 く 場 合 を 含 め て 、 特 定 の 適 用 の ニ ー ズ に 合 わ せ て 直 径 が 適 宜 セ
ッ ト で き る 点 で 、 そ の 長 さ に 沿 っ た 先 細 が 終 わ る よ う に す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 出
口 ４ ６ で 最 小 の 直 径 そ の も の が 生 じ 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 流 れ の 乱 れ を 減 少 さ せ る こ と に よ り 、 グ ラ フ ト １ ０ を 通 る 流 体 の 流 れ を 改 善 す る
た め に 、 テ ー パ ー 角 度 ３ ２ ， ５ ４ が 与 え ら れ る 。 乱 れ の 減 少 に よ り 、 グ ラ フ ト １ ０ 中 の 液
圧 が 低 下 し 、 そ れ に よ っ て 、 グ ラ フ ト １ ０ 、 特 に そ の ス テ ン ト セ グ メ ン ト ２ ４ ， ５ ０ 、 に
対 す る ス ト レ ス が 減 少 す る 。 従 っ て 、 グ ラ フ ト １ ０ は よ り 弾 力 性 に 富 み 、 よ り 長 い 耐 用 期
間 を 享 受 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ン ト グ ラ フ ト １ ０ の 構 造 を 形 成 す る ス テ ン ト セ グ メ ン ト ２ ４ ， ５ ０ は 、 形 状 記 憶 材
料 を 含 む こ と が 好 ま し く 、 ニ チ ノ ー ル を 含 む こ と が よ り 好 ま し い 。 展 開 直 径 に な る よ う に
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形 状 が セ ッ ト さ れ て い る の で 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト は 、 最 小 限 に 侵 襲 的 な 外 科 的 技 術 に よ っ
て 経 皮 的 に 送 達 さ れ る よ う に 、 ク リ ン プ し て 、 よ り 小 さ な 送 達 直 径 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 使 用 に 際 し て は 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト １ ０ の 幹 部 分 １ ２ は 、 ま ず 、 患 者 の 腹 部 大 動 脈 中 に
配 備 さ れ よ う 。 患 者 の 体 温 の 熱 に 曝 さ れ 、 お よ び ／ ま た は 、 送 達 装 置 の 制 約 か ら 開 放 さ れ
る と 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト １ ０ は 、 拡 張 し て そ の 展 開 サ イ ズ に な り 、 大 動 脈 の 壁 に 対 し て 固
定 さ れ る で あ ろ う 。 そ の 後 、 一 つ ま た は 二 つ の 脚 部 分 ４ ０ が 、 流 路 ２ ０ ， ２ ２ の 一 方 ま た
は 両 方 の 中 に 配 備 さ れ る で あ ろ う 。 脚 部 分 ４ ０ の 入 口 ４ ２ は 、 幹 部 分 １ ２ の 分 岐 点 １ ５ に
で き る だ け 近 く 配 備 さ れ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 幹 部 分 １ ２ と 脚 部 分 ４ ０ と の 間 に
お け る 最 大 限 の 重 な り 合 い が 可 能 に な り 、 脚 部 分 を 取 り 外 す の に 要 す る 引 き 抜 き 力 が 大 き
く な る 。 従 っ て 、 脚 部 分 ４ ０ は 、 取 り 外 し に 対 し て 、 抵 抗 力 が よ り 大 き く な る 。 し か し な
が ら 、 実 際 に は 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト １ ０ の 長 さ の 本 来 の 位 置 （ in situ） で の サ イ ズ 決 め
が し ば し ば 必 要 で あ り 、 幹 部 分 １ ２ と 脚 部 分 ４ ０ と の 間 の 重 な り 部 分 の 長 さ は 、 必 要 に 応
じ て 減 少 さ せ る こ と が で き る （ 図 ３ ～ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 脚 部 分 ４ ０ の 入 口 ４ ２ の 展 開 直 径 は 、 幹 部 分 １ ２ の 分 岐 点 １ ５ に 隣 接 す る 最 大 寸 法 に お
け る 流 路 ２ ０ ， ２ ２ の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ 大 き さ か よ り 大 き い 。 更 に 、 流 路 ２ ０ ，
２ ２ の テ ー パ ー 角 度 ３ ２ は 、 脚 部 分 ４ ０ の 先 細 部 分 の テ ー パ ー 角 度 ５ ４ と 少 な く と も ほ ぼ
同 じ 大 き さ か よ り 大 き い 。 テ ー パ ー 角 度 ３ ２ と テ ー パ ー 角 度 ５ ４ と は 、 ほ ぼ 等 し い こ と が
好 ま し い 。 従 っ て 、 脚 部 分 ４ ０ と 流 路 ２ ０ ， ２ ２ と の 重 な り が 最 大 で あ る と 仮 定 し て 、 出
口 １ ６ ， １ ８ の 展 開 直 径 は 、 入 口 ４ ２ か ら の 距 離 が 、 分 岐 点 １ ５ か ら 出 口 １ ６ ， １ ８ ま で
の 距 離 と 同 じ だ け の と こ ろ に お け る 脚 部 分 ４ ０ の 対 応 す る 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ サ イ
ズ か そ れ よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 従 っ て 、 脚 部 分 ４ ０ が 流 路 ２ ０ ， ２ ２ 中 に 挿 入 さ れ る と 、 脚 部 分 ４ ０ の 展 開 直 径 は 、 流
路 ２ ０ ， ２ ２ に よ る 脚 部 分 ４ ０ の 抑 制 が な け れ ば 流 路 ２ ０ ， ２ ２ の 内 部 展 開 直 径 を 上 回 ろ
う と す る で あ ろ う 。 流 路 か ら 脚 部 分 を 取 り 外 す の に 要 す る 引 き 抜 き 力 は 、 脚 部 分 ４ ０ の 展
開 直 径 が 流 路 ２ ０ ， ２ ２ の 展 開 直 径 を 上 回 る 量 に 応 じ て 増 大 し 、 脚 部 分 ４ ０ と 流 路 ２ ０ ，
２ ２ と の 間 の 重 な り 合 い の 長 さ に よ っ て も 増 大 す る 。 更 に 、 脚 部 分 ４ ０ を 取 り 外 す の に 要
す る 引 き 抜 き 力 は 、 テ ー パ ー 角 度 ３ ２ と 共 に 増 大 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 図 ３ ， 図 ４ を 参 照 し て 、 流 路 ２ ０ 上 に 重 ね 合 わ さ れ た 脚 部 分 ４ ０ を 持 つ ス テ ン ト グ
ラ フ ト １ ０ が 示 さ れ て い る 。 流 路 ２ ０ と 脚 部 分 ４ ０ と は 両 方 と も 完 全 に 展 開 し た 直 径 と な
っ て お り 、 こ れ ら 二 つ の 間 の 軸 方 向 の 重 な り 合 い の 長 さ の 、 好 ま し い 最 大 量 （ 図 ３ ） と 、
好 ま し い 最 小 量 （ 図 ４ ） と が 示 さ れ て い る 。 脚 部 分 ４ ０ お よ び 流 路 ２ ０ の 寸 法 的 制 約 内 で
、 よ り 多 く の ま た は よ り 少 な い 重 な り 部 分 を 用 い 得 る こ と が 認 識 さ れ よ う 。 図 ３ で は 、 脚
部 分 ４ ０ お よ び 流 路 ２ ０ の 長 さ に 沿 っ た 任 意 の 所 定 の 点 に お け る 脚 部 分 ４ ０ と 流 路 ２ ０ の
間 の 直 径 の 差 は 、 円 ６ ０ で 強 調 表 示 さ れ た テ ー パ ー 角 度 ３ ２ ， ５ ４ と 関 連 し て 、 重 な り 合
い の 量 を 多 く す る こ と で 減 少 す る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 次 に 、 図 ４ を 比 較 し て 、 脚 部 分 ４
０ と 流 路 ２ ０ と の 間 の 軸 方 向 の 重 な り あ い は 、 円 ７ ０ に よ っ て 強 調 表 示 さ れ て い る 。 重 な
り 合 い の 長 さ は 、 図 ３ に 比 し て 減 少 し て い る が 、 脚 部 分 ４ ０ と 流 路 ２ ０ の 間 の 展 開 直 径 の
差 は 、 一 つ に は テ ー パ ー 角 度 ３ ２ ， ５ ４ に よ り 増 大 し て い る 。 重 な り 合 い の 長 さ が 減 少 し
て い る こ と に よ る 図 ４ の 構 成 の 引 き 抜 き 力 の 減 少 は 、 展 開 直 径 に お け る 差 の 増 大 に よ る 引
き 抜 き 力 の 増 大 に よ り 補 償 さ れ る 。 従 っ て 、 外 科 医 は 、 脚 部 分 ４ ０ の 引 き 抜 き 力 を 損 な う
こ と な く 、 本 来 の 位 置 で 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト １ ０ の 全 長 の サ イ ズ 合 わ せ を す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ま で 、 い く つ か の 例 示 的 実 施 形 態 ま た は 好 ま し い 実 施 形 態 を 参 照 し て 本 発 明 を 説 明
し て き た 。 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 単 に 例 示 的 な も の で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も の
で は な い 。 本 開 示 に 鑑 み 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の み を 参 照 し て 定 義 さ れ る 本 発 明 の 精 神
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ま た は 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 い く つ か の 改 変 や 変 更 は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 〔 実 施 の 態 様 〕
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 　 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 第 一 の 入 口 、 な ら び に 第 一 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 一 の 流 路 、 お よ び 第 二 の 出 口 と 流 体
連 通 す る 第 二 の 流 路 、 を 有 す る 分 岐 血 管 グ ラ フ ト を 有 す る 幹 部 分 で あ っ て 、
　 　 前 記 分 岐 血 管 グ ラ フ ト は 、 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 で 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 第 一 の 流 路 お よ び 前 記 第 二 の 流 路 の そ れ ぞ れ が 、 第 一 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 そ
れ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 前 記 流 路 は 、 前 記 幹 部 分 の 分 岐 点 か ら 前 記 流 路 の 出 口 ま で の 間 で
、 前 記 流 路 の 長 さ に 沿 っ て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 幹 部 分 と 、
　 前 記 第 一 の 流 路 の 前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の 前 記 第 二 の 出 口 の 展 開 直 径 と
少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 大 き な 展 開 直 径 を 持 つ 第 二 の 入 口 、 お よ び 第 三 の 出 口 と 流
体 連 通 す る 第 三 の 流 路 、 を 有 す る 管 状 血 管 グ ラ フ ト を 有 す る 、 脚 部 分 で あ っ て 、
　 　 前 記 血 管 グ ラ フ ト が 、 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 に よ っ て 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 脚 部 分 が 、 第 二 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 第 三 の 流 路 は 、 前 記
第 二 の 入 口 と 前 記 脚 部 分 の 長 さ に 沿 っ た あ る 位 置 と の 間 で 、 前 記 第 三 の 流 路 の 長 さ に 沿 っ
て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 脚 部 分 と 、
　 を 具 備 す る 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ ２ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 ま た は 前 記 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 が 、 形 状
記 憶 材 料 を 含 む 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ ３ ） 　 実 施 態 様 ２ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 形 状 記 憶 材 料 が 、 ニ チ ノ ー ル を 含 む 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ ４ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の テ ー パ ー 角 度 が 、 前 記 第 二 の テ ー パ ー 角 度 よ り 大 き い か 、 ま た は 等 し い 、 補
綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ ５ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の テ ー パ ー 角 度 が 、 前 記 第 二 の テ ー パ ー 角 度 と ほ ぼ 等 し い 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ
ラ フ ト 。
　 （ ６ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 脚 部 分 の 前 記 第 二 の 入 口 の 前 記 展 開 直 径 が 、 前 記 幹 部 分 の 前 記 分 岐 点 に 隣 接 す る 前
記 第 一 の 流 路 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 大 き い 、
補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ ７ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第 二 の 出 口 の 前 記 展 開 直 径 が 、 前 記 第 二 の 入 口 か ら の 距 離 が
前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第 二 の 出 口 と 前 記 分 岐 点 と の 間 の 距 離 と 同 じ に な る 位 置 の 前 記
脚 部 分 の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 小 さ い 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ ８ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 幹 部 分 の 前 記 分 岐 血 管 グ ラ フ ト が 、 前 記 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 を 囲 み 、 前
記 ス テ ン ト 部 分 に 固 定 さ れ て い る 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ ９ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト に お い て 、
　 前 記 脚 部 分 の 前 記 管 状 血 管 グ ラ フ ト が 、 前 記 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 を 囲 み 、 前
記 第 二 の ス テ ン ト 部 分 に 固 定 さ れ て い る 、 補 綴 用 ス テ ン ト グ ラ フ ト 。
　 （ １ ０ ） 　 腹 部 大 動 脈 瘤 の 治 療 の た め に 本 来 の 位 置 で ス テ ン ト グ ラ フ ト の サ イ ズ を 決 定
す る 方 法 に お い て 、
　 （ ａ ） ス テ ン ト グ ラ フ ト の 幹 部 分 を 患 者 の 腹 部 大 動 脈 中 に 配 備 す る こ と で あ っ て 、
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　 　 前 記 幹 部 分 は 、 第 一 の 入 口 、 な ら び に 、 第 一 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 一 の 流 路 、 お よ
び 第 二 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 二 の 流 路 、 を 有 す る 分 岐 血 管 グ ラ フ ト 、 を 有 し 、
　 　 前 記 血 管 グ ラ フ ト は 、 第 一 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 に よ り 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 第 一 の 流 路 お よ び 前 記 第 二 の 流 路 の そ れ ぞ れ は 、 第 一 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 こ
れ に よ り 、 そ れ ぞ れ の 前 記 流 路 は 、 前 記 幹 部 分 の 分 岐 点 か ら 前 記 流 路 の 出 口 ま で の 間 で 、
前 記 流 路 の 長 さ に 沿 っ て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 ス テ ン ト グ ラ フ ト の 幹 部 分 を 腹 部 大 動 脈 中 に 配 備 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 前 記 第 一 の 流 路 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の そ れ ぞ れ の 前 記 第 一 の 出 口 ま た は 前 記 第
二 の 出 口 の 展 開 直 径 と 少 な く と も 同 じ か 、 ま た は よ り 大 き な 展 開 直 径 を 備 え た 第 二 の 入 口
、 お よ び 第 三 の 出 口 と 流 体 連 通 す る 第 三 の 流 路 、 を 有 す る 管 状 血 管 グ ラ フ ト を 有 す る 脚 部
分 を 与 え る こ と で あ っ て 、
　 　 前 記 血 管 グ ラ フ ト が 、 第 二 の 一 つ 以 上 の ス テ ン ト 部 分 に よ っ て 支 持 さ れ 、
　 　 前 記 脚 部 分 が 、 第 二 の テ ー パ ー 角 度 を 有 し 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 三 の 流 路 は 、 前 記 脚
部 分 の 入 口 と 前 記 脚 部 分 の 長 さ に 沿 っ た あ る 位 置 と の 間 で 、 前 記 第 三 の 流 路 の 長 さ に 沿 っ
て 断 面 積 が 減 少 し て い る 、
　 脚 部 分 を 与 え る こ と と 、
　 （ ｃ ） 前 記 第 二 の 入 口 が 、 前 記 第 一 の 流 路 ま た は 前 記 第 二 の 流 路 の う ち の 一 つ の 内 部 に
あ り 、 か つ 、 前 記 第 三 の 出 口 が 、 腸 骨 動 脈 内 ま で 延 び る よ う に 、 前 記 脚 部 分 を 配 備 す る こ
と と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
　 （ １ １ ） 　 実 施 態 様 １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 二 の 入 口 を 前 記 幹 部 分 の 前 記 分 岐 点 に 隣 接 し て 配 置 す る こ と 、
　 を 更 に 含 む 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 に 係 る ス テ ン ト グ ラ フ ト の 分 岐 幹 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 に 係 る ス テ ン ト グ ラ フ ト の 脚 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 例 示 的 実 施 形 態 の 分 岐 幹 部 分 と 脚 部 分 と が 、 そ れ ぞ れ の 最 大 展 開 直 径 で 、 か
つ 、 両 部 分 の 間 で の 好 ま し い 最 大 限 の 軸 方 向 の 重 な り で 、 互 い に 重 ね 合 わ さ っ て い る 様 子
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 例 示 的 実 施 形 態 の 分 岐 幹 部 分 と 脚 部 分 と が 、 そ れ ぞ れ の 最 大 展 開 直 径 で 、 か
つ 、 両 部 分 の 間 で の 好 ま し い 最 小 限 の 軸 方 向 の 重 な り で 、 互 い に 重 ね 合 わ さ っ て い る 様 子
を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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